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尹東柱の生家



関連地図



平壌神社 1913（大正2）創建
祭神は天照大神および国魂大神

1936年、日本の神社参拝強
要に抗議して、崇実中学校
（平壤）を自主退学。



ヨンフィ

延禧専門学校
当時の代表的私立学校（キリスト教系）。延世大学校の前身。尹東
柱の数々の名作がこの時期に生まれた。1938～1941在学



同志社礼拝堂 （1886～ ）

1942年秋、立教大学
から同志社大学に転入。



判決
京都地方裁判所
1944.3.31

治安維持法違反
懲役2年



福岡刑務所
北三舎2階独房
108号室

1945.2.16
午前3時36分
絶命



尹東柱から親友・鄭
炳昱に贈られた自選
詩集表紙
「天と風と星と詩」
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詩から浮かび上がる尹東柱の面影

（1）道を模索する 「道」「恐ろしい時間」

（2）人を思う 「弟の印象画」「星を数える夜」

「少年」「雪降る地図」“順伊(スニ)”

（3）決意する 「十字架」1941.5、「序詩」1941.11





星を数える夜

星ひとつに追憶と
星ひとつに愛と
星ひとつに寂しさと
星ひとつに憧れと
星ひとつに詩と
星ひとつにお母さん、お母さん



「少年」
「雪の降る地図」
成立年代が違うが、
並べられている。
両方の詩に女性の名
「順伊」（スニ）が
出て来る。





序詩
自筆





獄中から家族に差し入れを求めた
英和対照新約聖書





すべての死んでゆくものを
愛さなければ
そしてわたしに与えられた
道を歩み行かねば……

『天と風と星と詩』
初版本31編の詩の冒頭に置
かれた「序詩」


